
令和２年度 久留米市教育センター

感染予防に配慮した
学 習 活 動 の 充 実

“新しい生活様式”の下での活動事例集



□ 本冊子で紹介する事例等は
『学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル』

～「学校の新しい生活様式」～（2020.12.3 Ver.5） 文部科学省』

の内容を基に作成しています。

１ はじめに

本冊子では、「学校の新しい
生活様式」マニュアルにある
『学校の行動基準表』を中心
に事例等を紹介しています。

基本的な感染対策

密接回避 密集回避 密閉回避 定期的な換気

マスク着用 手洗い 身体的距離の確保

まずは、学校でも基本的な感染対策の徹底を！！
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地域の感染
レベル

新型コロナウイルス感染症分科会提言における分類

ステージⅣ

ステージⅢ

ステージⅡ

ステージⅠレベル１

レベル２

レベル３
・爆発的な感染症及び深刻な医療提供体制
の機能不全を避けるための対応が必要な段階

・感染者の急増及び医療提供体制における大きな
支障の発生を避けるための対応が必要な段階

・感染者の漸増及び医療提供体制への負荷
が蓄積する段階

・感染者の散発的発生及び医療提供体制の
特段の支障がない段階

※この分類基準は、令和２年１１月２５日時点における感染の状況を踏まえて作成されたものであり、
今後の感染状況の推移や最新の科学的知見を反映して適宜見直されることがあります。

本冊子では、学校の行動基準表（上記）にある「身体的距離の
確保」「感染リスクの高い教科等の活動」「部活動」の具体的な
事例（感染レベル別）について紹介していきます。

地域の感染
レベル

レベル３

レベル２

レベル１

身体的距離の
確保（教室等）

感染リスクの高い
教科等の活動

部活動

できるだけ２ｍ
程度（最低１ｍ）

１ｍを目安に学級
内で最大限の間
隔を取ること

収
束
局
面

行わない

感染リス
クの低い
活動か
ら徐々に
実施

１ｍを目安に学級
内で最大限の間
隔を取ること

感染リス
クの高い
活動を
停止

拡
大
局
面

適切な感染対策を行っ
た上で実施

個人や少人数で
の感染リスクの低
い活動で短時間
での活動に限定

感染リスクの低い
活動から徐々に実
施し、教師等が活
動状況の確認を
徹底

適切な感染対策
を行った上で実施

２

２
「新しい生活様式」を踏まえた学校の
行動基準表

〔関連資料〕※ステージの判断指標については、福岡県HP「新型コロナウイルス感染症ポータルページ」を参照のこと
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３ 身体的距離の確保における事例

スクール形式（例）

レベル３地域（１クラス２０人） レベル１・２地域（１クラス４０人）

グループ形式（例）

感染状況や教室環境に
応じて、机の間隔を広げ
ることも考えられます。

※これらはあくまでも目安であり、それぞれの学校規模（施設）の状況や感染の状況に応じて
柔軟に対応することが可能です。

では、これらの形式の下で、どのように授業
を進めていけばいいのでしょうか。
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授業のアイディア（例）

児童生徒の発表

・「声」を発せずに、ハンドサインや
意思表示カードを活用
→（例）チョキは「付け加え」等

机間指導

・児童生徒と顔を
近づけないよう
にする。「振り返
り」や「ワーク
シート」等に質
問ができるよう
にする

全体交流活動②

・教師による関連的・構造的な板書
による交流

・ホワイトボード等
を活用した交流
（思考を可視化）

Aさんの
考え

Bさんの
考え

・1人１台端末を活用
しての交流

グループ交流活動②

・教師が児童生徒に代わって伝える

Aさんの考えは…

全体交流活動①

私は…。

グループ交流活動①

私は…。

・友達の発表した内容をメモ
する（相違点等を意識して）

・Aさんと同じ考えだ。

板書の
児童生徒たちの発言内容の関係性を可視化する
ことが大切です。知識や考えを板書で交流（対話）
することで深い学びにつながります。



４
感染リスクの高い教科等の活動
における事例

・感染症対策を講じてもなお感染のリスクが
高い学習活動場面における予防策

屋内活動編

・長時間、近距離で対面
形式となるグループ活動

・長時間、近距離で活動する
実験や観察

・長時間、近距離で行う合唱及び
管楽器等の演奏

・長時間、近距離での共同制作等の
表現や鑑賞活動

・長時間、近距離で
活動する調理実習

・密集する運動、
近距離で組み
合ったり接触し
たりする運動

・これらの活動等については・・・

レベル３

レベル２

レベル１ ・適切な感染対策を行った上で実施

・感染症対策を講じてもなお感染のリスクが
高いことから、行わない

収
束
局
面

感染リスクの低い活
動から徐々に実施

感染リスクの高い
活動を停止

拡
大
局
面
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体育の授業における児童生徒のマスクの着用
は必要ありません。（※教師は原則として体育
の授業もマスクは着用です。）

整列及び待機等

２m

ランニング等

２m
以上

一度に多くの児童生徒が使用するので、様々な
感染リスクへの対策が必要です。

更衣室使用等

授業中等

児童生徒同士が密接
する活動は避ける

２m

２m

ビート板等の用具は、児童生
徒間での使い回しは避ける

２m

バディシステム

同時に挙手して互いを確認
したり、名簿を用いたりする

６

屋外活動編

水泳編
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５ 部活動における事例

密集する運動
近距離で
組み合う運動

向かい合って
発声する活動

・特に、これらの活動等については・・・

レベル３

レベル２

レベル１ ・適切な感染対策を行った上で実施

・行わない。なるべく個人の活動とする。少人数で
実施する場合は、十分な距離を空けて活動する

収
束
局
面

・感染リスクの低い活動
から徐々に実施

・感染リスクの高い
活動を停止

拡
大
局
面

感染リスクの高い運動及び活動等

また、競技中や練習中だけでなく、同じ部活動
の生徒等同士での会食、長時間の集団での移
動等も含め、生徒等や指導者が行動を共にし
ている場合には、集団内で感染拡大の可能性
が高まるので、注意が必要です。



８

コロナ禍における部活動全体を通しての留意事項

生徒の健康・安全の確保

・生徒だけに任せるのではなく、教師や
外部指導者等が活動状況を確認

発熱等の風邪の症状の際の対応

・部活動への参加を見合わせ、
自宅で休養するよう指導

部活動ガイドラインの遵守

〇活動時間
〇休養日等

・「久留米市部活動方針」を参照及び遵守

活動場所等における対応

【屋外の場合】 【屋内の場合】

・気温が高い日

熱中症に注意

用具等の使用

・生徒間で不必要な使い回しはしないこと

部室等の利用における対応

・短時間の利用とし、一斉に利用する
ことは避けること

練習試合等における対応

・感染状況等を踏まえ、当該部活動担当教師
のみで行うのではなく、学校として責任をもっ
て感染症拡大を防止する対策を講じること

A中学校 B中学校

連携



６ その他（参考資料）
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□ 学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル
～「学校の新しい生活様式」～（2020.12.3 Ver.5） 文部科学省

□ 「学校の体育の授業におけるマスク着用の必要性について」
スポーツ庁政策課学校体育室 事務連絡（令和２年５月２１日）

□ 「運動部活動に参加する学生等の集団における新型コロナウイルス
感染症対策の徹底について」（通知）
文部科学省、スポーツ庁（令和２年９月３日）

□ 「新型コロナウイルス感染症の予防」
～子供たちが正しく理解し、実践できることを目指して～
【小・中・高等学校教師用】 保健教育指導資料（日常の保健の指導）

□ 「感染症の予防」
～新型コロナウイルス感染症～
改定〔生きる力〕を育む中学校保健教育の手引き（追補版）
保健体育（保健分野）第３学年指導事例

【通知文等】

【指導資料等】

参考資料等は、文部科学省等のHPからダウン
ロードできます。



「感染予防に配慮した学習活動の充実」
令和３年３月発行

編集・発行 久留米市教育センター


